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4 関連づけしやすいＪＣＣＣＡのツール 

 今までに起こった地球温暖化に関係する出来事と、これから起こると予測されている

影響を知り、今すぐできることだけではなく未来の自分にできる地球温暖化対策につ

いても考える。 

／ テーマ：地球温暖化の影響・対策 
 

地球温暖化と関連して世界で起きている事象について知り、これから自分が生きてい

く世界がどのようになってしまうのかを具体的に考える。未来の世界を少しでも良く

するために今の自分にできること、そして未来の自分にならできることについて考え、

未来を変えていくこれからの生き方を探っていくプログラム。 

 

■所要時間･･･35分〜60分 

■対 象 層･･･小学5年生以上 

■適  数･･･指導者 1 名あたり参加者 10 名～20 名程度 
 

 

パネルを貼り出す場所（別紙「展示のしかたと使いかた」参照のこと）、 
パネルを貼るマグネット（画鋲、ガムテープなど）、 
意見などを書き出すホワイトボード（なければ大きな紙など）、 
ワークシート記入用筆記用具、人数分のクリップボード（机がない場合）、 
セロテープ（マグネットが使えない場合） 

 

■ツールA01-01「ビ微々☆敏感」…地球温暖化の影響が多岐に渡って起こることを、

温度とのかかわりを通して考えるプログラム。 

■ツールA02-01「持てるかな？」…私たちの便利な暮らしを支えるために、どんなと

ころでエネルギーを使っているか。地球温暖化と自分の生活とのつながりを考える

プログラム。 

■ツールA12-01「かくかくしかじかおんだんか」…地球温暖化が起きている仕組みを理

解し、何が原因になっているのかを考えるプログラム。 

■ツールB04（グラフ）「700年から2100年までの気温変動」 

■ツールD02-01（DVD）「21世紀における地上気温の変化予測」 

■ツールD02-02（DVD）「21世紀における降水量の変化予測」 

1 ねらい ／ テーマ 

2 概 要 

3 皆さんにご用意いただくモノ 
※ＪＣＣＣＡからの貸出し物は、「チェックリスト」をご覧くだ

さい。 
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１：準備しよう  

道具類をそろえ、プログラムを行う場

のセッティングを行う。ワークシート

は必要な枚数コピーする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２：導入（約5分） 

みんなで温暖化年表を見てみよう！  

 

例）「これは、1960 年ごろから 2050

年ごろまでの、“地球温暖化年表”

です。地球温暖化と関連して過去

に起こったことの写真がありま

す。そして未来はまだ空欄になっ

ています。」 

 

年表に記載されている影響写真を見な

がら、どんなことが起こってきたのか

を紹介しつつ、クイズを実施する。 

 

例）「ブラジル・ロンドニア地方の熱

帯雨林の衛星写真です。濃い緑

が減って黄緑の部分が増えてき

ていますね。これは森が伐採され

てどんどん消えている様子で

す。」 

 

クイズ：アマゾンのジャングルは 1 時間で

どのくらい無くなっている？ 

答え：サッカーグラウンド 100 個分以上 

正確にはサッカーグラウンド 150 個

分。1年間では東京都の約４倍の面積

の森が消えている。 

アマゾンのジャングルは何のために伐
き

られているのだろう？ 

参加者に問いかけ考えてもらう。 

●補足 

2 種のシミュレーション画像

は、日本のスーパーコンピュ

ータ「地球シミュレータ」で

計算された過去の再現と未来

の予測である。上段は“気温”、

下段は“降水量”の変化をあ

らわす。 

（詳細は資料集参照のこと）

 

 

 

●補足 

ここですべてを紹介する必

要はないが、各写真の内容

については資料集を参照の

こと。 

★ワンポイントアドバイス

必要に応じて、年表の写真

を拡大した「年表写真フリ

ップ」も活用して下さい。

★ワンポイントアドバイス

パネルの事例の他にも取り

上げたいものがあれば、新

聞記事や写真など用意して

紹介しましょう。 

クイズは２問実施しなくて

も構いません。適度に選ん

で実施しましょう。 

 

●出典 

「National Geographic 日本

版 2007年1月号」（日経ナシ

ョナル ジオグラフィック社）

～シリーズ「地球の悲鳴」消

えゆくアマゾンの森～ より

 

 

 

5 活動プログラムの進め方（例） 
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 例）「アラスカやヒマラヤの氷河が融

けている様子の写真もあります。

極地や高山などは、特に温暖化が

早く進むと言われています。」 

 

クイズ：南米にあるパタゴニア氷河は、毎

年どのくらい融けている？ 

答え：東京ドーム 1000 個分以上 

正確には東京ドーム 3 万 4 千個（42

立方キロメートル）。1日あたりでも東

京ドーム約93個分になる。 

例）「その他にもサンゴが白く死にか

けていたり、北極や南極の氷が融

け、そこに暮らす生き物の命が脅

かされたり、様々な事が起こって

います！」 

 

●参考 

森が伐
き

られる要因としては、

都市化や農牧用地化、有用材

のための伐採などが挙げられ

る。また、自然発火や開拓の

ための焼き払いによる森林火

災も多発しているという。

（上記出典より） 

 

 

●出典 

NPO法人グリーンピース・ジャ

パンホームページ内 

「失われる氷河と気候変動

南米パタゴニア氷河」より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３：本体１（約10分） 

これからどんなことが起こるの？  

人物イラストカードを年表の西暦の下

に貼りながら、参加者のこれまでの人

生とこれからの未来を、年表の中に当

てはめていく。 

  例）「皆さんが生まれたのは何年ご

ろ？ 

そうすると、○年に成人式。○年

には、もう結婚して子どもがいる

かもしれませんね…。」 

 

2050 年までに起こると予測されている

温暖化の影響が書かれた「未来カード」

を参加者に渡し、その出来事が起こる

年代を予想し年表に貼ってもらう。 

貼り終わったところで答え合わせ。実

際に予測された正しい年代に未来カー

ドを移動させる。 

（解答は別紙「年表答え合わせ用リス

ト」参照のこと） 

 

★ワンポイントアドバイス

参加者の年齢がばらばらの

ときは１人に焦点を当てた

り平均年齢にしたり、高齢

の方の場合は未来の子ども

や孫の話をするなど、工夫

しましょう。 

この「本体１」でいかに自

分事としてリアリティを持

たせられるかがポイントで

す。参加者の人生をリアル

にイメージできるよう丁寧

にやりとりしましょう。 

 

 

★ワンポイントアドバイス

未来カードは１人1枚ずつ

引いてもらってもよいでし

ょう。 

未来カードを貼るときは、

パネル上段のシミュレーシ

ョン画像上に貼ってもらう

と、「本体2」でワークシー

トを貼るとき邪魔になりま

せん。 
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例)「皆さん（の子や孫）の生きて

いく未来は、これまでとは大き

く違い、本当に大変なことが予

想されています！」 

★ワンポイントアドバイス

「あなたが成人する頃に

は、ホッキョクグマはもう

絶滅しているかも…」など、

参加者の人生と重なってい

ることが実感できるような

声かけをしましょう。 

 

 

４：本体2 

●今のキミにできること（約5分）  

このような大変な問題を解決するため

に、今の自分にできることは何か、ワ

ークシートに記入してもらう。 

 

●未来のキミにできること（約5分）

未来（大人）にこそできる温暖化対策

には、どんなものがあるだろうか？ 

これからの人生をイメージしながらワ

ークシートに記入してもらう。 

数人に発表してもらい、あとは声を拾

いながら共有する。 

 

★ワンポイントアドバイス

年齢によっては、「今でき

ること」に重点を置き、「未

来にできること」は補足的

に紹介した方が良い場合も

あります。相手のレベルを

見て変えて構いません。 

★ワンポイントアドバイス

ワークシートは、1 人 1 枚

でも、グループで話し合い

ながら1枚にまとめてもよ

いでしょう（ただし小学生

など年齢が低いとグループ

ワークは難しい）。 

★ワンポイントアドバイス

参加者の年齢・状況に応じ

てイメージをしやすくする

ための具体的な設定をもう

けてもよいでしょう。 

例：「○歳の自分にできるこ

と」、「孫と一緒にできるこ

と」、「企業の中でできるこ

と」など。 

 

 

 

５：まとめ（約5分） 

未来は変えられる 

アドバイスカード（買い物、車、選挙、

家、仕事、子育て）を使って、参加者

から出なかった対策を中心に補足説明

する。 

   

例)「将来、車を買う時にエコカーを

選んだり、子供や孫を育てる中で

温暖化防止について伝えていった

りすることなども、未来の自分に

できることですね。」 

 

 

 

★ワンポイントアドバイス

アドバイスカードにない指

導者独自のアドバイスを加

えてもよいでしょう。 
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例)「年齢を重ねるにつれ、できるこ

とも増えていきます。温暖化につ

いて今の自分にできることを続け

ていくことがとても大切です。」 

再度パネルを見たりしながら、私たち

の行動次第で未来の気温も下がるこ

とや、未来予測も変わっていくかもし

れないことを伝える。 

 

★ワンポイントアドバイス

参加者が希望を持って、自

分の未来を考え、築いてい

こうと思えるようなまとめ

を心がけましょう！ 

 

 

■出典 

・「不都合な真実」アル・ゴア著、枝廣淳子訳（ランダムハウス講談社） 

・「気候変動＋2℃」責任編集 山本良一、Think the Earth Project 編（ダイヤモンド社） 

・webページ「未来年表」（博報堂生活総合研究所） 

http://www.seikatsusoken.jp/futuretimeline/ 

・グリーンピース・ジャパン ホームページ内 

「失われる氷河と気候変動 南米パタゴニア氷河」

http://www.greenpeace.or.jp/campaign/climate/impact/patagonia/ 

・「気候大異変 地球シミュレータの警告」NHK「気候大異変」取材班＋江守正多 編著 

NHK出版 

・ 「National Geographic日本版 2007年1月号」日経ナショナル ジオグラフィック社 

～シリーズ「地球の悲鳴」消えゆくアマゾンの森～ 

6 関連情報 
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 地域の“地球温暖化年表”をつくろう！   

世界で起きている影響もあるけれど、身近なところで起きている異変もあるかもし

れません。自分の住んでいる地域の自然や、生き物、農業、漁業、林業、気象台な

どについて調査やヒアリングをおこなって、地元の影響と未来に起きると予測され

ることをまとめた“地球温暖化年表 地域版”をつくってみましょう。 

 

 地域でできる対策は？   

地球温暖化対策では、それぞれの地域の特性に合わせた対策を行っていくことが、

効果的であり持続可能でもあります。自分たちの住んでいる地域は、未来にどのよ

うになっていて欲しいか。その未来に向けて個人でできることだけでなく、地域で

できる対策とはどのようなものかを、調べたり話し合ったりしてみるのもいいでし

ょう。 

 

 

 

● 情報提供のお願い ● 
 

「こんなふうに使ってみたよ」「こんなデータが集まった」というような情

報など、ぜひＪＣＣＣＡへお知らせください。ＪＣＣＣＡのプログラム開

発に活かし、全国へと再発信してまいります。よろしくお願いします。 

7 地域でのアレンジについて 


